
施設管理について 

保安規定における「施設管理」は、核燃料物質の加工の事業に関する規則、加工施設にお

ける保安規定の審査基準及び原子力事業者等における使用前検査、定期事業者検査、保安の

ための措置等に係る運用ガイド（以下、「保安措置運用ガイド」という。）の要求事項に基づ

き定めており、施設の保全のために建物・構築物及び設備・機器等の状態を適切に維持・管

理するための各種の保安活動を実施するものである。 

具体的な活動としては、社長が策定する施設管理方針のもと、施設管理目標を設定し、目

標達成のための計画を策定し、計画に従い実施するとともに、定期的な評価により、必要に

応じて改善していくものである。 

施設管理は原子力発電所の保守管理規程（（一社）日本電気協会、2016 年出版、以下、

「JEAC4209-2016」という。）に従った施設管理のフロー（図－1）に基づき PDCA サイク

ルを回しながら継続的に改善を進める。

また、基本フローに基づいた施設管理の実施内容を「別紙－1 施設管理の実施内容」に

示す。 
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2



 

 

①
－

1
 
施
設
管
理
方
針
の
策
定

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の
２
第

1
項

 

策
定
者

 
社
長

 

内
 
容

 

加
工
施
設
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
て
、
施
設
管
理
の
継
続

的
な
改
善
を
図
る
た
め
、
施
設
管
理
の
現
状
及
び
長
期
施
設
管
理

方
針
（
加
工
施
設
の
保
全
の
た
め
に
実
施
す
べ
き
措
置
に
関
す
る

1
0
年
間
の
計
画
）
等
を
踏
ま
え
、
施
設
管
理
方
針
を
定
め
る
。

 

ま
た
、
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
及
び
施
設
管
理
を
行

う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
を
踏
ま
え
、
施
設
管
理
方
針
の
見
直
し

を
行
う
。

 

  ①
－

2
 
施
設
管
理
目
標
の
設
定

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の
２
第

2
項

 

設
定
者

 
生
産
管
理
部
長
及
び
設
備
技
術
課
長

 

内
 
容

 

施
設
管
理
方
針
に
基
づ
き
、
施
設
管
理
の
改
善
を
図
る
た
め
の

施
設
管
理
目
標
を
設
定
す
る
。

 

ま
た
、
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
及
び
施
設
管
理
を
行

う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
を
踏
ま
え
、
施
設
管
理
目
標
の
見
直
し

を
行
う
。
 

  
 

①
 

3



 

 

②
 
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

3
 

策
定
者

 
設
備
技
術
課
長

 

内
 
容

 

施
設
管
理
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
第

6
2

 条
の
４
よ
り
第

6
2

 

条
の

1
1

 か
ら
な
る
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。

 

ま
た
、
第

6
2

 条
の

1
2

 
の
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
及

び
施
設
管
理
を
行
う
観
点
か
ら
特
別
な
状
態
を
踏
ま
え
、
保
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
を
行
う
。

 

  
 

②
 

4



 

 

③
 
保
全
対
象
範
囲
の
策
定

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

4
 

策
定
者

 
各
設
備
を
所
管
す
る
担
当
課
長

 

内
 
容

 

加
工
施
設
の
中
か
ら
、
保
全
を
行
う
べ
き
対
象
範
囲
と
し
て
次
項

の
設
備
を
選
定
す
る
。

 

(1
) 
安
全
機
能
を
有
す
る
施
設
と
し
て
、
加
工
事
業
変
更
許
可
申

請
書
及
び
設
計
及
び
工
事
の
計
画
の
認
可
（
以
下
設
工
認
と

い
う
。
）
申
請
書
に
基
づ
き
、
設
置
し
た
設
備

 

(2
) 
上
記
設
備
の
安
全
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も

の
 

(3
) 
そ
の
他
自
ら
定
め
る
設
備

 

  ④
 
保
全
重
要
度
の
設
定

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

5
 

設
定
者

 
各
設
備
を
所
管
す
る
担
当
課
長

 

内
 
容

 

保
全
対
象
範
囲
に
つ
い
て
そ
の
範
囲
と
安
全
機
能
を
明
確
に
し

た
上
で
、
建
物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機
器
の
保
全
重
要
度
を
設

定
す
る
。

 

  
 

③
 

④
 

5



 

 

⑤
 
保
全
活
動
管
理
指
標
の
設
定
、
監
視
計
画
の
策
定
及
び
監
視

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

6
 

設
定
者
、
策
定

者
、
実
施
者

 
設
備
技
術
課
長

 

内
 
容

 

保
全
の
有
効
性
を
監
視
、
評
価
す
る
た
め
に
、
保
全
重
要
度
を

踏
ま
え
、
施
設
管
理
目
標
の
中
で
保
全
活
動
管
理
指
標
を
設
定
す

る
。

 

ま
た
、
保
全
活
動
管
理
指
標
の
目
標
値
を
設
定
す
る
と
と
も
に

保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
保
全
活
動
管
理
指
標
の

の
目
標
値
の
見
直
し
を
行
う
。

 

保
全
活
動
管
理
指
標
の
監
視
項
目
、
監
視
方
法
及
び
算
出
周
期

を
具
体
的
に
定
め
た
監
視
計
画
を
策
定
す
る
。

 

監
視
計
画
に
従
い
、
保
全
活
動
管
理
指
標
に
関
す
る
情
報
の
採

取
及
び
監
視
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。

 

  
 

⑤
 

6



 

 

⑥
－
１

 
保
全
計
画
の
策
定

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

7
第

1
項

 

策
定
者

 
担
当
課
長

 

内
 
容

 

(1
) 
保
全
対
象
範
囲
に
対
し
、
以
下
の
保
全
計
画
を
策
定
す
る
。

な
お
、
保
全
計
画
に
は
、
計
画
の
始
期
及
び
期
間
に
関
す
る

こ
と
を
含
め
る
。

 
1
）

 点
検
計
画

 
2
）

 定
期
事
業
者
検
査
の
計
画

 
3
）

 設
計
及
び
工
事
の
計
画

 
4
）

 特
別
な
保
全
計
画

 
(2

) 
保
全
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
保
全
重
要
度
を
勘
案
し
、
必

要
に
応
じ
て
次
の
事
項
を
考
慮
す
る
。
ま
た
、
保
全
の
有
効
性

評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
保
全
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

 
【
中
略
】

 
(3

) 
保
全
の
実
施
段
階
で
の
加
工
施
設
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
安
全
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
の
あ
る
行
為
を
把
握
し
、
保
全
計
画
を
策
定
す
る
。

 
(4

) 
担
当
課
長
は
、
「
加
工
施
設
及
び
再
処
理
施
設
の
高
経
年
化

対
策
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
等
を
参
考
と
し
、

1
0
年
を

超
え
な
い
期
間
毎
に
、

 
加
工
施
設
の
経
年
変
化
に
関
す
る
技

術
的
な
評
価
（

 以
下
「
高
経
年
化
に
関
す
る
技
術
評
価
」
と

い
う
。
）

 を
実
施
し
、
施
設
の
保
全
の
た
め
に
実
施
す
べ
き

措
置
に
関
す
る

1
0
年
間
の
長
期
施
設
管
理
方
針
（
加
工
施
設

の
保
全
の
た
め
に
実
施
す
べ
き
措
置
に
関
す
る

1
0
年
間
の
計

画
）
を
策
定
す
る
。

 
な
お
、
高
経
年
化
に
関
す
る
技
術
評
価
と
は
、
加
工
施
設
に

つ
い
て
、
そ
の
構
成
す
る
建
物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機
器

の
う
ち
安
全
機
能
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

 
工
学
的
に
想

定
さ
れ
る
経
年
変
化
事
象
の
影
響
を
分
析
し
、
そ
の
建
物
・

構
築
物
及
び
設
備
・
機
器
に
施
さ
れ
て
い
る
現
状
の
保
全
活

動
が
、
そ
の
経
年
変
化
事
象
の
顕
在
化
に
よ
る
建
物
・
構
築

物
及
び
設
備
・
機
器
の
機
能
喪
を
未
然
に
防
止
で
き
る
か
ど

う
か
の
評
価
を
行
う
こ
と
を
い
う
。

 
 
※

 
(4

)は
第

6
7
条
の

3
に
移
動
す
る
。

 
 

 
 

⑥
 

7



 

 

⑥
－
２

 
保
全
計
画
の
策
定

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

7
第

2
項

 

策
定
者

 
担
当
課
長

 

内
 
容

 

(1
) 
点
検
を
実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
全
方
式
を
選
定

し
、
点
検
の
方
法
並
び
に
そ
れ
ら
の
実
施
頻
度
及
び
実
施
時

期
を
定
め
た
点
検
計
画
を
策
定
す
る
。

 

(2
) 
建
物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機
器
の
適
切
な
単
位
ご
と
に
、

予
防
保
全
を
基
本
と
し
て
、
適
切
な
方
式
を
選
定
す
る
。

 

【
中
略
】

 

(3
) 
選
定
し
た
保
全
方
式
の
種
類
に
応
じ
て
、
点
検
項
目
、
具
体

的
な
点
検
方
法
、
評
価
方
法
及
び
管
理
基
準
等
を
定
め
る
。

 

【
中
略
】

 

 ⑥
－
３

 
保
全
計
画
の
策
定

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

7
第

3
項

 

策
定
者

 
担
当
課
長

 

内
 
容

 

保
全
対
象
範
囲
の
建
物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機
器
が
、
所
定

の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
期
間
（
一
定
の
期
間
）
を
、

定
期
事
業
者
検
査
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
時
期
ま
で
に
、
次
の

 

項
を
定
め
る
。

 

【
中
略
】

 

  
 

⑥
 

8



 

 

⑥
－
４

 
保
全
計
画
の
策
定

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

7
第

4
項

 

策
定
者

 
担
当
課
長

 

内
 
容

 

(1
) 
施
設
の
補
修
、
改
造
及
び
新
設
の
た
め
に
設
計
及
び
工
事
を

実
施
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
方
法
及
び
実
施
時
期

を
定
め
た
設
計
及
び
工
事
の
計
画
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
そ

の
計
画
段
階
に
お
い
て
、
法
令
に
基
づ
く
必
要
な
手
続
き
の

要
否
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
。

 

(2
) 
工
事
を
実
施
す
る
建
物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機
器
が
、
所

定
の
機
能
を
発
揮
し
う
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
、
使
用
前
事

業
者
検
査
及
び
事
業
者
検
査
以
外
の
検
査
及
び
試
験
（
以

下
、
「
自
主
検
査
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
確
認
・
評
価
す

る
時
期
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
定
め
る
。

 

【
中
略
】

 

(3
) 
異
常
を
認
め
た
場
合
の
補
修
作
業
の
計
画
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
実
施
す
る
。

 

【
中
略
】

 

(4
) 
施
設
の
改
造
及
び
新
設
を
行
う
場
合
、
以
下
の
と
お
り
実
施

す
る
。

 

【
中
略
】

 

  

⑥
 

9



 

 

⑥
－
５

 
保
全
計
画
の
策
定

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

7
第

5
項

 

策
定
者

 
担
当
部
課
長

 

内
 
容

 

(1
) 
地
震
、
事
故
等
に
よ
り
長
期
停
止
を
伴
っ
た
保
全
を
実
施
す

る
場
合
な
ど
は
、
特
別
な
措
置
と
し
て
、
当
該
加
工
施
設
の

状
態
に
応
じ
た
保
全
方
法
及
び
実
施
時
期
を
定
め
た
計
画
を

策
定
し
、
管
理
総
括
者
の
承
認
を
受
け
る
。

 

(2
) 
特
別
な
保
全
計
画
に
基
づ
き
保
全
を
実
施
す
る
建
物
・
構
築

物
及
び
設
備
・
機
器
が
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
得
る
状
態
に

あ
る
こ
と
を
点
検
に
よ
り
確
認
・
評
価
す
る
ま
で
に
、
次
の

事
項
を
定
め
る
。

 

【
中
略
】

 

  

⑥
 

10



 

 

⑦
 
保
全
の
実
施

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

8
 

実
施
者

 
担
当
課
長
、
設
備
技
術
課
長

 

内
 
容

 

担
当
課
長
は
、
第

6
2

 
条
の
７
で
定
め
た
保
全
計
画
に
従
っ
て
保

全
を
実
施
す
る
。

 

担
当
課
長
は
、
保
全
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
第

6
3

 
条
に
よ
る
設

計
管
理
及
び
第

6
3

 条
の
２
に
よ
る
工
事
管
理
を
実
施
す
る
。

 

担
当
課
長
は
、
加
工
施
設
の
状
況
を
日
常
的
に
確
認
し
、
設
備

等
が
正
常
な
状
態
か
ら
外
れ
、
又
は
外
れ
る
兆
候
が
認
め
ら
れ
る

場
合
に
、
適
切
に
正
常
な
状
態
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
第

3
0

 
条
に
よ
る
巡
視
を
定
期
的
に
行
う
。

 

担
当
課
長
は
、
保
全
の
結
果
に
つ
い
て
記
録
し
、
保
管
す
る
。

 

設
備
技
術
課
長
は
、
第

6
2

 
条
の
７
第
４
項
（
３
）
の
補
修
作
業

を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
設
備
の
性
能
試
験
に
よ
り
正
常
に
機
能

す
る
こ
と
を
確
認
し
、
各
関
係
課
長
に
通
知
す
る
と
共
に
、
そ
の

結
果
を
管
理
総
括
者
及
び
核
燃
料
取
扱
主
任
者
に
報
告
す
る
。
た

だ
し
、
報
告
に
つ
い
て
は
加
工
施
設
の
保
安
に
及
ぼ
す
影
響
が
ご

く
軽
微
な
も
の
を
除
く
。

 

設
備
技
術
課
長
は
、
第

6
2

 
条
の
７
第
４
項
（
４
）
の
改
造
及
び

新
設
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
設
備
の
機
能
確
認
の
た
め
、
試
験

等
に
よ
り
正
常
に
機
能
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
関
係

課
長
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
核
燃
料
取
扱
主
任
者
に
報
告
す

る
。

 

別
表
第

1
-2

 に
示
す
巡
視
を
行
う
設
備
等
の
責
任
者
は
、
設
備

の
補
修
、
改
造
及
び
新
設
に
伴
い
、
そ
の
機
能
が
停
止
す
る
期
間

に
つ
い
て
は
、
核
燃
料
取
扱
主
任
者
の
確
認
を
受
け
、
保
全
計
画

に
基
づ
く
巡
視
、
点
検
、
定
期
事
業
者
検
査
等
の
適
用
を
除
外
で

き
る
。

 

  
 

⑦
 

11



 

 

⑧
 
保
全
の
結
果
の
確
認
・
評
価

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

9
 

実
施
者

 
担
当
課
長

 

内
 
容

 

担
当
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
方
法
で
、
保
全
の
実
施
段

階
で
採
取
し
た
建
物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機
器
の
保
全
の
結
果

か
ら
所
定
の
機
能
を
発
揮
し
得
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
所
定
の
時

期
ま
で
に
確
認
・
評
価
し
、
記
録
す
る
。

 

担
当
課
長
は
、
加
工
施
設
の
使
用
を
開
始
す
る
た
め
に
、
要
求

事
項
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
合
否

 

判
定
を
も
っ
て
検
証
す
る
た
め
、
使
用
前
事
業
者
検
査
を
実
施
す

る
。

 

担
当
課
長
は
、
最
終
的
な
機
能
確
認
で
は
十
分
な
確
認
・
評
価

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
定
め
た
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
き
、
保
全
が

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
所
定
の
時
期
ま
で
に
確
認
・
評
価

し
、
記
録
す
る
。

 

   
 

⑧
 

12



 

 

⑨
 
不
適
合
管
理
、
是
正
処
置
及
び
未
然
防
止
処
置

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

1
0

 

実
施
者

 
担
当
課
長

 

内
 
容

 

担
当
課
長
は
、
施
設
管
理
の
対
象
と
な
る
施
設
及
び
プ
ロ
セ
ス

を
監
視
し
、
以
下
の
状
態
に
至
ら
な
い
よ
う
通
常
と
異
な
る
状
態

を
監
視
・
検
知
し
、
必
要
な
是
正
処
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
以

下
の
状
態
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
不
適
合
管
理
を
行
っ
た
う
え

で
、
是
正
処
置
を
講
ず
る
。

 

【
中
略
】

 

担
当
課
長
は
、
他
の
原
子
力
施
設
の
運
転
経
験
等
の
知
見
を
基

に
、
自
ら
の
組
織
で
起
こ
り
得
る
問
題
の
影
響
に
照
ら
し
、
適
切

な
未
然
防
止
処
置
を
講
ず
る
。

 

担
当
課
長
は
、
第
１
項
及
び
第
２
項
の
活
動
を
第

1
3

 条
か
ら
第

1
5

 条
の
３
に
定
め
る
改
善
活
動
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

 

   
 

⑨
 

13



 

 

⑩
 
保
全
の
有
効
性
評
価

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

1
1

 

実
施
者

 
担
当
課
長

 

内
 
容

 

担
当
課
長
は
、
保
全
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
等
か
ら
、
保
全

の
有
効
性
を
評
価
し
、
保
全
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
。

 

担
当
課
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
時
期
及
び
内
容
に
基
づ
き

保
全
の
有
効
性
を
評
価
す
る
。

 

担
当
課
長
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
建

物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機
器
の
保
全
方
式
を
変
更
す
る
場
合
に

は
、
第

6
2

 
条
の
７
第
２
項
に
基
づ
き
保
全
方
式
を
選
定
す
る
。

 

担
当
課
長
は
、
保
全
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の
根
拠
及
び

必
要
と
な
る
改
善
内
容
に
つ
い
て
記
録
す
る
。

 

  
 

⑩
 

14



 

 

⑪
 
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
2
条
の

1
2

 

実
施
者

 
生
産
管
理
部
長

 

内
 
容

 

生
産
管
理
部
長
は
、
第

6
2

 
条
の

1
1

 
の
保
全
の
有
効
性
評
価
の

結
果
及
び
第

6
2

 
条
の
２
の
施
設
管
理
目
標
の
達
成
度
か
ら
、
定
期

的
に
施
設
管
理
の
有
効
性
を
評
価
し
、
施
設
管
理
が
有
効
に
機
能

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
改
善
に
つ
な

げ
る
。

 

生
産
管
理
部
長
は
、
施
設
管
理
の
有
効
性
評
価
の
結
果
と
そ
の

根
拠
及
び
改
善
内
容
に
つ
い
て
記
録
す
る
。

 

  

⑪
 

15



別
紙
－

1
 
施
設
管
理
の
実
施
内
容

 

⑫
 
設
計
管
理

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
3
条

 

実
施
者

 
－

 

内
 
容

 
設
計
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
第
９
条
か
ら
第
９
条

の
７
に
従
い
、
実
施
す
る
。

 

 ⑬
 
工
事
管
理

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
3
条
の

2
 

実
施
者

 
設
備
技
術
課
長

 

内
 
容

 

設
備
技
術
課
長
は
、
加
工
施
設
の
補
修
、
改
造
及
び
新
設
の
工

事
を
行
う
場
合
、
加
工
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
次
の
事
項

を
考
慮
し
た
工
事
管
理
を
行
う
。

 

(１
) 
周
辺
環
境
か
ら
の
影
響
に
よ
る
作
業
対
象
設
備
の
損
傷
及

び
劣
化
の
防
止

 

(２
) 
加
工
施
設
に
対
す
る
悪
影
響
の
防
止

 

(３
) 
管
理
上
重
要
な
初
期
デ
ー
タ
の
採
取

 

(４
) 
工
事
工
程
の
管
理

 

(５
) 
運
転
開
始
ま
で
の
作
業
対
象
設
備
の
管
理

 

(６
) 
第
６
章
に
基
づ
く
放
射
線
管
理

 

(７
) 
第
９
章
に
基
づ
く
放
射
性
廃
棄
物
管
理

 

      

⑭
 
使
用
前
検
査
の
実
施

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
4
条

 

実
施
者

 
安
全
・
品
質
保
証
部
長
、
安
全
法
務
課
長

 

内
 
容

 

安
全
・
品
質
保
証
部
長
は
、
設
工
認
の
対
象
と
な
る
加
工
施
設

に
つ
い
て
、
設
工
認
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

「
加
工
施
設
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
」
へ
適
合
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
使
用
前
事
業
者
検
査
（
以
下
本
条
に
お
い
て

「
検
査
」
と
い
う
。
）
に
係
る
責
任
を
有
し
、
統
括
す
る
。

 

安
全
・
品
質
保
証
部
長
は
、
第

1
6

 
条
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る

組
織
の
う
ち
、
検
査
対
象
と
な
る
建
物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機

器
の
工
事
（
補
修
、
改
造
及
び
新
設
）
又
は
点
検
に
関
与
し
て
い

な
い
組
織
の
者
を
、
検
査
責
任
者
と
し
て
指
名
す
る
。

 

安
全
法
務
課
長
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
実
施
す
る
。

 

(１
) 
検
査
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
。

 

(２
) 
検
査
要
領
書
を
定
め
、
そ
れ
を
実
施
す
る
。

 

(３
) 
検
査
対
象
の
加
工
施
設
が
次
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査
項
目
と
、
検
査
項
目

ご
と
の
判
定
基
準
を
定
め
る
。

 

【
中
略
】

 

(４
) 
検
査
業
務
に
係
る
役
務
を
調
達
す
る
場
合
、
当
該
役
務
の

供
給
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。

 

(５
) 
検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。

 

(６
) 
検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。

 

第
２
項
の
検
査
責
任
者
は
、
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
結
果
を
踏

ま
え
、
検
査
対
象
の
加
工
施
設
が
前
項
の
（
３
）
の
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
を
最
終
判
断
す
る
。

 

 
 

16



別
紙
－

1
 
施
設
管
理
の
実
施
内
容

 

⑮
 
定
期
事
業
者
検
査
の
実
施

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
5
条

 

実
施
者

 
管
理
総
括
者
、
検
査
責
任
者

 

内
 
容

 

管
理
総
括
者
は
、
加
工
施
設
が
「
加
工
施
設
の
技
術
基
準
に
関

す
る
規
則
」
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
定
期
に
確
認
す
る

た
め
の
定
期
事
業
者
検
査
（
以
下
本
条
に
お
い
て
「
検
査
」
と
い

う
。
）
の
実
施
手
順
を
「
施
設
管
理
標
準
」
に
定
め
る
。

 

管
理
総
括
者
は
、
第

1
6

 条
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
組
織
の
う

ち
、
検
査
対
象
と
な
る
建
物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機
器
の
工
事

（
補
修
、
改
造
及
び
新
設
）
又
は
点
検
に
関
与
し
て
い
な
い
組
織

の
担
当
課
長
を
、
検
査
責
任
者
と
し
て
定
め
る
。

 

前
項
の
検
査
責
任
者
で
あ
る
担
当
課
長
は
、
次
の
各
号
を
実
施

す
る
。

 

(１
) 
検
査
の
実
施
体
制
を
構
築
す
る
。

 

(２
) 
検
査
要
領
書
を
定
め
、
そ
れ
を
実
施
す
る
。

 

(３
) 
検
査
業
務
に
係
る
役
務
を
調
達
す
る
場
合
、
当
該
役
務
の

供
給
者
に
対
し
て
管
理
を
行
う
。

 

(４
) 
検
査
に
係
る
記
録
を
管
理
す
る
。

 

(５
) 
検
査
に
係
る
要
員
の
教
育
訓
練
を
行
う
。

 

(６
) 
検
査
対
象
の
加
工
施
設
が
「
加
工
施
設
の
技
術
基
準
に
関

す
る
規
則
」
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
断
す
る

た
め
に
必
要
な
検
査
項
目
と
、
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
基

準
を
定
め
る
。

 

(７
) 
検
査
項
目
ご
と
の
判
定
結
果
を
踏
ま
え
、
検
査
対
象
の
加

工
施
設
が
前
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
最
終
判
断
す

る
。

 

      

⑯
 
定
期
事
業
者
検
査
の
報
告

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
5
条
の

2
 

実
施
者

 
担
当
課
長

 

内
 
容

 

担
当
課
長
は
、
前
条
に
規
定
す
る
定
期
事
業
者
検
査
を
行
っ
た

場
合
は
、
次
の
定
期
事
業
者
検
査
ま
で
の
期
間
、
安
全
機
能
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
の
確
認
を
含
め
た
定
期
事
業
者
検
査
の
結
果
を
関

係
課
長
に
通
知
す
る
と
共
に
、
管
理
総
括
者
及
び
核
燃
料
取
扱
主

任
者
に
報
告
す
る
。
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別
紙
－

1
 
施
設
管
理
の
実
施
内
容

 

⑰
 
計
器
及
び
放
射
線
測
定
器
の
校
正
の
実
施

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
6
条

 

実
施
者

 
担
当
課
長

 

内
 
容

 

担
当
課
長
は
、
加
工
施
設
の
保
安
の
た
め
に
直
接
関
連
を
有
す

る
計
器
及
び
放
射
線
測
定
器
に
つ
い
て
、
校
正
を
１
年
ご
と
に
行

う
。
た
だ
し
、
放
射
線
測
定
器
に
つ
い
て
の
校
正
は
、
第

5
5

 
条
に

基
づ
く
点
検
で
行
う
。

 

担
当
課
長
は
、
前
項
の
校
正
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
事

項
を
実
施
す
る
。

 

(１
) 
異
常
が
発
見
さ
れ
た
場
合
の
そ
れ
ま
で
の
測
定
結
果
に
対

す
る
影
響
評
価
、
処
置
及
び
そ
れ
ら
の
記
録
。

 

(２
) 
測
定
値
の
正
当
性
の
保
証
が
必
要
な
場
合
、
使
用
し
た
計

量
標
準
の
記
録
、
校
正
状
態
の
識
別
、
計
器
及
び
放
射
線

測
定
器
に
必
要
と
な
る
保
護
。

 

             

⑱
 
計
画
停
電
の
措
置

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
7
条

 

実
施
者

 
設
備
技
術
課
長

 

内
 
容

 

設
備
技
術
課
長
は
、
核
燃
料
加
工
施
設
に
お
い
て
計
画
停
電
を

実
施
す
る
場
合
又
は
工
事
等
に
よ
り
計
画
停
電
と
同
様
の
状
況
が

予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
関
係
課
長
と
協
議
し
、
以
下
の
措
置
を
講

じ
、
事
前
に
核
燃
料
取
扱
主
任
者
よ
り
、
保
安
上
の
措
置
が
適
切

で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
受
け
る
。

 

(１
) 
加
工
設
備
本
体
の
運
転
停
止

 

(２
) 
核
燃
料
物
質
の
適
切
な
閉
じ
込
め
（
貯
蔵
施
設
へ
の
貯

蔵
）

 

(３
) 
計
画
停
電
時
対
応
体
制
の
確
保
及
び
作
業
計
画
の
周
知
徹

底
 

な
お
、
計
画
停
電
と
は
、
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
電
気
設
備
の

定
期
的
な
点
検
作
業
に
伴
う
停
電
を
示
す
。
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別
紙
－

1
 
施
設
管
理
の
実
施
内
容

 

⑲
 
新
規
制
基
準
対
応
工
事
期
間
に
お
け
る
建
物
・
設
備
の
使
用
及
び
検
査
の
状
態
維
持

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
7
条
の

2
 

実
施
者

 
－

 

内
 
容

 

建
物
及
び
設
備
に
対
し
て
新
規
制
基
準
対
応
工
事
を
行
い
使
用

す
る
場
合
は
、
設
工
認
に
従
っ
て
工
事
が
完
了
し
、
新
規
制
基
準

対
応
工
事
の
建
物
・
設
備
が
使
用
前
検
査
に
合
格
す
る
ま
で
又
は

使
用
前
確
認
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
担
当
課
長
は
、
第

6
2

 
条
の

７
に
定
め
る
保
全
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
保
全
を
実
施

し
、
そ
の
機
能
を
維
持
す
る
。

 

                  

⑳
 
加
工
施
設
の
経
年
劣
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価
及
び
長
期
施
設
管
理
方
針

 

項
目

 
内
容

 

条
項
番
号

 
第

6
7
条
の

3
 

実
施
者

 
担
当
課
長

 

内
 
容

 

担
当
課
長
は
、
「
加
工
施
設
及
び
再
処
理
施
設
の
高
経
年
化
対

策
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
等
を
参
考
と
し
、

1
0
年
を
超
え
な

い
期
間
毎
に
、

 加
工
施
設
の
経
年
変
化
に
関
す
る
技
術
的
な
評
価

（
 以

下
「
高
経
年
化
に
関
す
る
技
術
評
価
」
と
い
う
。
）

 を
実

施
し
、
施
設
の
保
全
の
た
め
に
実
施
す
べ
き
措
置
に
関
す
る

1
0
年

間
の
長
期
施
設
管
理
方
針
（
加
工
施
設
の
保
全
の
た
め
に
実
施
す

べ
き
措
置
に
関
す
る

1
0
年
間
の
計
画
）
を
策
定
す
る
。
ま
た
、
担

当
課
長
は
、
高
経
年
化
に
関
す
る
技
術
評
価
を
行
う
た
め
に
設
定

し
た
条
件
又
は
評
価
方
法
を
変
更
す
る
場
合
は
、
当
該
評
価
の
見

直
し
を
行
う
。

 

な
お
、
高
経
年
化
に
関
す
る
技
術
評
価
と
は
、
加
工
施
設
に
つ

い
て
、
そ
の
構
成
す
る
建
物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機
器
の
う
ち

安
全
機
能
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
、

 工
学
的
に
想
定
さ
れ
る
経

 

年
変
化
事
象
の
影
響
を
分
析
し
、
そ
の
建
物
・
構
築
物
及
び
設

備
・
機
器
に
施
さ
れ
て
い
る
現
状
の
保
全
活
動
が
、
そ
の
経
年
変

化
事
象
の
顕
在
化
に
よ
る
建
物
・
構
築
物
及
び
設
備
・
機
器
の
機

能
喪
失
を
未
然
に
防
止
で
き
る
か
ど
う
か
の
評
価
を
行
う
こ
と
を

い
う
。

 

加
工
施
設
の
長
期
施
設
管
理
方
針
を
添
付
３
に
示
す
も
の
と
す

る
。

 

 ※
赤
字
部
分
は
、
第

6
2
条
の

7
か
ら
本
項
へ
移
動
す
る
。

 

※
青
地
部
分
は
追
加
修
正
す
る
。
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参考資料 

＜施設管理方針＞ 

新施設管理体系への着実な移行及び実践 

安全確保のために、使用環境、劣化、故障モード、設計的知見、長期施設管理方針

等を考慮した保全計画に従い、加工施設の施設管理を確実に実施し、継続的な施設管

理の向上に努めます。 

 

＜施設管理目標＞ 

新検査制度運用に向けた適切・確実な対応 

【選定理由】 

新たに制定された施設管理方針に従って、保全計画に沿った施設管

理を確実に実施するとともに、法令報告事象となる設備・機器の故障

ゼロの目標活動を実施する必要がある。 

 

【活動内容】 

 安全機能を有する施設に対する保全重要度の設定 

 上記施設の点検計画の策定 

 点検の実施 

 

【目標値】 

計画に対する進捗率    ：100％ 

法令報告事象となる故障件数：ゼロ 

 

＜保全活動管理指標と目標値＞ 

保全により予防可能な法令報告事象となる故障の回数 

目標値：＜1 回 

 

保全により予防可能なインターロック、警報の計画外作動回数 

目標値：＜1 回 

 

 

 


